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シガテラ食中毒の原因物質の一つであるマイトトキシン(MTX)は、渦鞭毛藻 Gambierdiscus 

toxicus が生産する梯子状ポリエーテル化合物である。我々は、独自に開発した-シアノエー

テルを経由した二環構築型収束的合成法によって MTX の WXYZA’B’C’環部の合成に成功し

ている 1)。しかし、鍵中間体である WXYZ 環部の合成において次のような問題点が残されて

いた。X 環部構築の際、ヒドロキシケトン(1)に対して Zn(OTf)2を用いた混合チオアセタール

化を行ったところ、反応が遅く、長時間反応させるとジチオアセタール(3)が副生するため、

反応を途中で停止し、回収した原料(1)に対して繰り返し反応を行う必要があった。種々反応

条件を検討した結果、MS4A 存在下 In(OTf)3 を用いて混合チオアセタール化を行うと、一部

シリル基の脱離を伴うものの、従来法と比べて反応速度および、目的物の収率が向上した。

さらに、2 に対して Me2Zn / Zn(OTf)2を作用させることにより、核間メチル基の導入にも成功

した。 
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